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AndroidOS 上で動作する統計解析のアプリケーション 

本研究では、アンドロイド OS上で動作する本格的な統計解析アプリケーションを開発し、

疫学研究や臨床研究をサポートすることを目的としている。 

2011 年 3 月現在、国内におけるスマートフォンの OS シェアトップは、Android であり、

全体の約 47％を占めている。また、アメリカにおけるシェアは 43.4％を占めており、世界

でのスマートフォン OS別販売シェアでは 50%以上を獲得している。 

こうしたスマートフォンの市場で Androidアプリケーションのダウンロード数は 2011年

3 月に 30 億、5 月に 45 億、7 月に 60 億を突破し、同年 12 月 6 日に 100 億に達している。

およそ、ひと月あたり 10億ダウンロードを超える勢いである。 

しかし、既存のアプリケーションの中で、「統計」をキーワードに検索をかけると多くの

アプリケーションが該当するが、そのほとんどは統計を一部の機能に使っている占いなど

のアプリケーションで統計解析ができるものではなかった。また、「疫学」で検索をかけて

も該当するのは 3 件にとどまり、そのいずれも統計解析をサポートするアプリケーション

ではなかった。本格的な疫学研究に使える統計解析アプリケーションがないのが現状であ

る。 

携帯端末は生活に密接に関係している電子機器であり、AndroidOS 搭載の携帯が今後さ

らに世界に普及するにつれ、後述するコホート研究、ケースコントーロル研究、ケースコ

ホート研究といった疫学研究の分野、および教育分野で統計解析をサポートするアプリケ

ーションの必要性が高くなると考えられる。そこで、今回 AndroidOS 上で動作する統計解

析のアプリケーションを開発することにした。 

開発にあたっては、Googleが無償で提供している Android向けのアプリケーションを開

発するためのソフトウェア開発キット AndroidSDKを用いた。幅広い層が開発されたアプリ

ケーションを利用できるように、研究デザインの解説を付ける、UIを使いやすくするなど

の工夫を施した。 
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